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『気候変動×デジタル』プロジェクトについての報告

✓ R5年度において、太陽光発電方法論を対象に、ブロックチェーンシステムを活用し

た認証の簡易化ができないか、実証実験を行う予定

✓ 実証実験の結果を踏まえ、実効性が確認できた場合は、運営委員会に制度文書

の改定について提案することを想定

ご報告の
主な趣旨

✓ 令和２年度以降、環境省ではブロックチェーンを活用したJ-クレジットのデジタル化

の検討を行ってきた

✓ 令和３年12月21日の第24回運営委員会における、デジタル技術を活用した認

証工程の簡素化についての審議も踏まえ、実用化に向けて更なる検討を行う

検討の
経緯
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ブロックチェーン技術を用いたJ-クレジットの簡易創出に向けた検討

◼ 次年度、技術的な難易度が低いと想定される太陽光発電を対象に、IoT・ブロックチェーン技術を
用いたクレジット認証・発行の簡易化の実証実験を行う（実際のクレジットの発行は行うものでは
なく、制度改定の可能性に向けて実際の論点などを明らかにする目的）。
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<簡易創出基盤の目的>

◼ IoT機器のリアルタイムのモニタリングによる、より正
確なクレジットの創出

◼ スマートコントラクトによる、簡易なクレジットの創出

1

<個別の技術の活用ポイント>

３

◼ スマートメーター等のIoT機器で太陽光パネルによ
る発電量等のモニタリングデータの収集

◼ スマートコントラクトとブロックチェーンにより、モニタリ
ングデータの検証
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J-クレジット発行
（仮想）4
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◼ 簡易創出基盤とJ-クレジット登録簿システムの連
携による、J-クレジットの簡易発行
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イメージ図
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簡易創出基盤構築のロードマップ（現時点）

◼ R５年度には、J-クレジット制度への適用可能性を検討するための運用基盤の構築・実証を予定

①太陽光発電での実証期
（R５年度予定）

②太陽光発電での運用期 ③方法論拡大期

概 要

✓クレジット認証手続きの簡易
化するための簡易創出基盤の
実証を行う

✓対象とする方法論は、「太陽
光発電設備の導入」

✓実証協力者をR5年4月以降
に決定し、夏以降の実証開始

✓運用開始に向けて、実証結果
を踏まえたJ-クレジット制度文
書の改定案の検討等を行うこ
とを想定

✓（J-クレジット制度文書の改定
ができた場合）事業者自らが、
制度に適合した簡易創出基盤
を管理し、クレジット認証・発行
を行う

※基盤は、政府が管理するのではなく、J-

クレジット制度において適切な条件を定め、

条件に適合した基盤を事業者自らが管

理する形を想定

✓活用企業が拡大し、太陽光発
電によるクレジット創出量の拡
大を期待

✓デジタル技術の活用に将来性
のある方法論への対象拡大に
ついては、事業者からの提案も
踏まえて検討する

✓上記により、中小企業・家庭を
含めて更なるクレジット創出量
拡充を目指す



参考資料
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第24回運営委員会資料（抜粋）➀
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第24回運営委員会資料（抜粋）②
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